








Verbal Techniques of Ryu-kyoka (Ryukyuan Com
ical Verses) 
	
西
岡　
敏
N
ISH
IO
KA	Satoshi
一
　
は
じ
め
に
：「
琉
狂
歌
」と
は
何
か
ま
ず
、「
琉
狂
歌
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。「
琉
狂
歌
」
は
、「
琉
球
狂
歌
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
（
注
１
）、
和
歌
の
五
七
五
七
七
と
は
異
な
る
、
八
八
八
六
と
い
う
琉
歌
の
音
数
律
（
琉
歌
形
式
）
を
持
ち
、
基
本
的
に
は
沖
縄
語
（
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
）
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
る
短
詩
型
歌
謡
で
あ
る
。
伝
統
的
な
琉
歌
が
優
麗
典
雅
な
世
界
を
求
め
て
作
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、琉
狂
歌
は
滑
稽
卑
俗
な
内
容
を
詠
む
。
い
わ
ば
、「
琉
狂
歌
」
は
、「
琉
歌
」
の
「
も
ど
き
」
に
も
相
当
す
る
よ
う
な
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
「
琉
狂
歌
」
の
修
辞
法
に
つ
い
て
着
目
す
る
と
（
注
２
）、「
一
．
言
語
技
法
を
細
や
か
に
駆
使
す
る
こ
と
」、「
二
．
既
成
の
事
柄
（
作
品
や
通
念
な
ど
）
を
作
者
の
発
想
に
よ
っ
て
換
骨
奪
胎
さ
せ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、前
者
、「
一
．
言
語
技
法
を
細
や
か
に
駆
使
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
言
語
技
法
と
し
て
、「
掛
詞
」「
押
韻
」「
言
語
遊
戯
」「
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
」「
感
動
詞
の
使
用
」
が
あ
る
こ
と
を
採
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
「
琉
歌
」
と
「
琉
狂
歌
」
と
対
比
さ
せ
る
形
で
論
じ
て
い
き
た
い
。
二
　
掛
詞
二
―
一
　
琉
歌
の
掛
詞
通
常
の
琉
歌
の
掛
詞
に
つ
い
て
、
松
永
（
二
〇
〇
六
：
三
）
は
、「
和
歌
の
そ
れ
を
流
用
し
た
も
の
が
目
立
つ
が
、
方
音
を
生
か
し
た
独
自
の
も
の
も
あ
る
」
と
し
、
前
者
と
後
者
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
挙
げ
て
い
る
。
（
琉
歌
一
）
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［
原
文
］
及
ば
ら
ぬ
と
め
ば　
思
ひ
増
す
鏡　
影
や
ち
や
う
も
う
つ
ち　
拝
み
ぼ
し
や
の
［
読
み
］
ウ
ユ
バ
ラ
ン　
ト
ゥ
ミ
バ　
ウ
ム
イ　
マ
ス　
カ
ガ
ミ　
カ
ジ
ヤ
チ
ョ
ン　
ウ
ツ
チ　
ヲ
ゥ
ガ
ミ
ブ
シ
ャ
ヌ
［
歌
意
］
及
ば
な
い
恋
だ
と
思
う
と
、
思
い
は
い
よ
い
よ
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
面
影
だ
け
で
も
鏡
に
写
し
て
拝
み
た
い
も
の
だ
。
［
作
者
］
遊
女
よ
し
や
（
島
袋
盛
敏
・
翁
長
俊
郎
一
九
六
八
：
七
五
、『
琉
歌
全
集
』
三
四
一
番
歌
）
「
思
ひ
（
ウ
ム
イ
）
な
ど
が
増
す
（
マ
ス
）」
と
「
真
澄
（
マ
ス
ミ
）
の
鏡
（
カ
ガ
ミ
）」
の
「
増
鏡
（
よ
く
澄
ん
だ
鏡
）」
が
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
で
も
良
く
見
ら
れ
る
掛
詞
で
あ
る
。
（
琉
歌
二
）
［
原
文
］
若
狭
大
道
に　
覚
ら
ず
に
過
ぎ
て　
さ
め
て
暁
や　
上
の
泊
［
読
み
］
ワ
カ
サ　
ウ
フ
ミ
チ
ニ　
ウ
ビ
ラ
ズ
ィ
ニ　
ス
ィ
ズ
ィ
テ
ィ　
サ
ミ
テ
ィ　
カ
タ
ツ
ィ
チ
ヤ　
ウ
イ
ヌ　
ト
ゥ
マ
イ
［
歌
意
］
若
狭
町
の
大
通
り
に
は
知
ら
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
さ
め
て
暁
ご
ろ
に
は
上
（
老
い
）
の
泊
に
来
て
し
ま
っ
た
。
［
作
者
］
惣
慶
親
雲
上
忠
義
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
二
五
三
、『
琉
歌
全
集
』
一
一
九
六
番
歌
）
こ
の
琉
歌
で
は
二
つ
の
近
接
す
る
地
名
が
掛
詞
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
つ
は
「
若
狭
町
（
ワ
カ
サ
マ
チ
）」
と
い
う
地
名
で
、人
間
の
「
若
さ（
ワ
カ
サ
）」と
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
和
歌（
日
本
語
）で
も
同
じ
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、も
う
一
つ
の「
上
泊（
ウ
イ
ド
ゥ
マ
イ
）」
と
い
う
地
名
は
、
人
間
の
「
老
い
（
ウ
イ
）」
と
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
掛
詞
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
沖
縄
語
（
松
永
二
〇
〇
三
の
言
う
「
方
音
」）
で
は
、
母
音
の
狭
母
音
化
（
三
母
音
化
）
を
経
て
、「
オ
イ
（
老
い
）」
が
「
ウ
イ
」
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、沖
縄
語
の
音
声
独
自
の
掛
詞
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
名
「
ウ
イ
ド
ゥ
マ
イ
」
の
「
ウ
イ
（
上
）」
が
、人
生
の
「
ウ
イ
（
老
い
）」
と
掛
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二
―
二
　
琉
狂
歌
の
掛
詞
一
方
、
琉
狂
歌
の
掛
詞
で
は
、
通
常
の
琉
歌
に
は
無
い
も
の
が
目
立
つ
。
日
本
語
と
変
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
沖
縄
語
独
自
の
単
語
の
発
音
が
生
か
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
後
者
の
例
を
数
多
く
見
出
せ
る
。
Ａ
．
日
本
語
と
同
じ
（
琉
狂
歌
一
）
［
原
文
］
銭
や
金
さ
ら
め　
士
情
ど
頼
む　
一
円
や
て
も　
御
縁
（
五
円
）
と
も
れ
［
原
文
］
ジ
ン
ヤ　
カ
ニ
サ
ラ
ミ　
シ
ナ
サ
キ
ド
ゥ　
タ
ヌ
ム　
イ
チ
イ
ン
（
ヤ
）　
ヤ
テ
ィ
ン　
グ
イ
ン　
ト
ゥ
ム
リ
［
歌
意
］
お
金
は
金
属
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
人
間
は
情
け
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
仮
に
一
円
の
貸
し
借
り
で
あ
っ
て
も
御
縁
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
か
ら
五
円
と
思
っ
て
大
切
に
し
な
さ
い
。
［
作
者
］
仲
本
興
賀
（
屋
良
朝
陳
・
松
村
克
彦
一
九
四
七
：
四
九
、『
琉
歌
集	
全
』
所
収
）　
「
御
縁
」「
五
円
」
は
、
日
本
語
（
標
準
語
）
で
も
「
ゴ
エ
ン
」
で
掛
詞
と
な
り
、
沖
縄
語
で
も
「
グ
イ
ン
」
で
掛
詞
と
な
る
。
Ｂ
．
沖
縄
語
独
自
（
琉
狂
歌
二
）
［
原
文
］
な
ま
の
ず
り
小
た
が　
弾
き
ゆ
る
三
味
線
や　
お
客
か
ら
銭
小　
と
て
ん
と
て
ん
［
読
み
］
ナ
マ
ヌ　
ズ
リ
グ
ヮ
タ
ガ　
フ
ィ
チ
ュ
ル　
サ
ン
シ
ン
ヤ　
ウ
チ
ャ
ク
カ
ラ　
ジ
ン
グ
ヮ　
ト
ゥ
テ
ン　
ト
ゥ
テ
ン
［
歌
意
］
今
の
遊
女
た
ち
が
弾
い
て
い
る
三
味
線
は
、御
客
か
ら
金
を
取
っ
た
取
っ
た
（
ト
ゥ
テ
ン
ト
ゥ
テ
ン
）
と
い
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
［
作
者
］
仲
浜
政
模
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（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
六
〇
五
、『
琉
歌
全
集
』
二
八
〇
七
番
歌
）
「
ト
ゥ
テ
ン
」
を
三
線
の
音
色
（
擬
音
語
）
と
「
取
っ
た
の
だ
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
ト
ゥ
テ
ー
ン
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
沖
縄
語
独
自
の
発
音
を
生
か
し
た
掛
詞
で
あ
る
。
動
詞
の
活
用
形
が
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
次
の
例
も
あ
る
。
（
琉
狂
歌
三
）
［
原
文
］
い
へ
や
て
も
野
村　
肝
ど
や
ん
と
も
て　
口
先
に
だ
い
ん
す　
め
し
や
う
ち
た
ば
う
れ
［
読
み
］
イ
フ
ィ　
ヤ
テ
ィ
ン　
ヌ
ム
ラ　
チ
ム
ド
ゥ　
ヤ
ン　
ト
ゥ
ム
テ
ィ　
ク
チ
サ
チ
ニ　
デ
ン
ス
ィ　
ミ
シ
ョ
チ　
タ
ボ
リ
［
歌
意
］
少
し
で
も
、
野
村
君
、
飲
む
の
な
ら
ば
、
当
方
の
心
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
、
口
先
だ
け
に
で
も
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
［
作
者
］
今
帰
仁
朝
敷
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
四
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
二
一
番
歌
）
「
ヌ
ム
ラ
」
は
、
人
名
の
「
野
村
」
と
動
詞
の
条
件
形
の
一
つ
で
あ
る
「
ヌ
ム
ラ
ー
」（
飲
む
の
な
ら
ば
）
と
が
掛
け
合
わ
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。
人
名
な
ど
が
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
（
琉
狂
歌
四
）
［
原
文
］
澄
み
て
湧
出
ゆ
る　
与
座
川
の
水
も　
伊
保
の
た
た
ま
れ
ば　
濁
り
つ
き
ゆ
さ
［
読
み
］
ス
ィ
ミ
テ
ィ　
ワ
チ
デ
ィ
ユ
ル　
ユ
ザ
ガ
ワ
ヌ　
ミ
ズ
ィ
ン　
イ
フ
ヌ　
タ
タ
マ
リ
バ　
ニ
グ
リ　
ツ
ィ
チ
ュ
サ
［
歌
意
］
澄
ん
で
湧
き
出
る
与
座
川
（
地
名
・
与
座
川
と
人
名
・
与
座
親
方
と
の
掛
詞
）
の
水
も
、伊
保
（
汚
れ
た
土
と
楼
名
・
伊
保
と
の
掛
詞
）
が
滞
れ
ば
、
濁
り
が
付
い
た
よ
。
［
作
者
］
美
里
王
子
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
六
六
、『
琉
歌
全
集
』
二
六
五
一
番
歌
）
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こ
の
琉
狂
歌
は
、
次
に
掲
げ
る
琉
狂
歌
と
セ
ッ
ト
で
良
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
与
座
親
方
と
い
う
学
者
が
、
伊
保
と
い
う
女
郎
屋
通
い
が
過
ぎ
て
、学
業
を
怠
っ
た
こ
と
を
美
里
王
子
が
、与
座
川
（
沖
縄
南
部
）
の
澄
ん
だ
水
と
汚
れ
た
土
を
表
す
沖
縄
語
の
単
語
「
イ
ー
フ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
与
座
親
方
の
名
前
と
女
郎
屋
の
名
前
「
伊
保
」
に
掛
け
合
わ
せ
て
諫
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
琉
狂
歌
を
受
け
て
、
与
座
親
方
は
大
い
に
反
省
し
て
学
業
に
専
心
す
る
よ
う
に
な
り
、女
郎
屋
通
い
を
止
め
て
清
廉
な
学
者
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
ま
た
、
豊
見
城
王
子
朝
尊
が
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
と
い
う
。
（
琉
狂
歌
五
）
［
原
文
］
与
座
川
の
水
や　
あ
く
水
が
や
た
ら　
伊
保
も
つ
き
落
ち　
か
た
も
な
い
ら
ぬ
［
読
み
］
ユ
ザ
ガ
ワ
ヌ　
ミ
ズ
ィ
ヤ　
ア
ク
ミ
ズ
ィ
ガ　
ヤ
タ
ラ　
イ
フ
ン　
ツ
ィ
チ
ウ
ト
ゥ
チ　
カ
タ
ン　
ネ
ラ
ン
［
歌
意
］与
座
川
の
水
は
、汚
れ
を
す
っ
か
り
落
と
す
水
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
伊
保（
イ
ー
フ
）の
汚
れ
も
洗
い
落
と
し
て
跡
形
も
な
い
。
［
作
者
］
豊
見
城
王
子
朝
尊
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
七
〇
、『
琉
歌
全
集
』
二
六
六
六
番
歌
）
美
里
王
子
の
作
品
を
受
け
た
形
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、「
与
座
」
が
地
名
と
人
名
、「
伊
保
」
が
イ
ー
フ
（
汚
れ
た
土
）
と
楼
名
と
が
掛
け
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
他
の
地
名
の
例
も
あ
る
の
で
次
に
挙
げ
て
お
く
。
こ
の
例
に
も
動
詞
の
掛
詞
が
加
わ
っ
て
い
る
。
（
琉
狂
歌
六
）
［
原
文
］
大
宜
味
加
那
筑
や　
世
の
中
の
奇
人　
夏
冬
も
知
ら
ぬ　
袷
ア
ハ
セ（
泡
瀬
）
着
き
ょ
さ
［
読
み
］
ヲ
ゥ
ジ
ミ　
カ
ナ
チ
ク
ヤ　
ユ
ヌ
ナ
カ
ヌ　
チ
ジ
ン　
ナ
ツ
ィ
フ
ユ
ン　
シ
ラ
ン　
ア
ワ
シ　
チ
チ
ョ
サ
［
歌
意
］
警
官
で
あ
る
大
宜
味
さ
ん
は
、
世
の
中
の
奇
人
で
あ
る
こ
と
よ
。
夏
も
冬
も
関
係
な
く
、
袷
の
着
物
を
着
て
い
る
し
、
泡
瀬
（
現
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沖
縄
市
内
の
集
落
）
勤
務
で
居
付
い
て
い
る
よ
。
［
作
者
］
伊
江
朝
助
（
屋
良
・
松
村
一
九
四
七
：
六
三
、『
琉
歌
集	
全
』
所
収
）　
『
琉
歌
集	
全
』
に
は
「
右
は
泡
瀬
勤
務
中
の
大
宜
味
朝
隆
氏
へ
送
ら
れ
た
る
年
賀
状
よ
り
」
と
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
宜
味
朝
隆
氏
へ
の
年
賀
状
と
あ
る
か
ら
、
作
者
、
伊
江
朝
助
氏
か
ら
挨
拶
が
て
ら
掛
詞
（
語
呂
合
わ
せ
）
で
軽
口
を
叩
き
、
相
手
を
喜
ば
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
ア
ワ
シ
（
袷
・
泡
瀬
）」
だ
け
で
は
な
く
、「
チ
チ
ョ
サ
」（
着
て
い
る
よ
・
付
い
て
い
る
よ
）
も
掛
詞
で
あ
る
。
以
上
、
限
ら
れ
た
例
の
み
を
挙
げ
た
が
、
琉
狂
歌
に
は
、
沖
縄
独
自
の
発
音
や
語
彙
を
生
か
し
た
掛
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
　
押
韻
三
―
一
　
琉
歌
の
頭
韻
？
琉
歌
に
お
い
て
、
松
永
（
二
〇
〇
六
：
七
）
が
頭
韻
と
し
て
挙
げ
る
も
の
は
、
次
の
二
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
頭
韻
と
す
る
に
は
、
か
な
り
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
（
琉
歌
四
）
［
原
文
］
源
河
走
川
や　
潮
か
湯
か
水
か　
源
河
め
や
ら
べ
た
が　
お
す
で
ど
こ
ろ
［
読
み
］
ジ
ン
カ　
ハ
イ
カ
ワ
ヤ　
ウ
シ
ュ
カ　
ユ
カ　
ミ
ズ
ィ
カ　
ジ
ン
カ　
ミ
ヤ
ラ
ビ
タ
ガ　
ウ
ス
ィ
デ
ィ
ド
ゥ
ク
ル
［
歌
意
］
源
河
走
川
は
潮
で
あ
ろ
う
か
湯
で
あ
ろ
う
か
水
で
あ
ろ
う
か
。
源
河
の
娘
た
ち
が
水
浴
び
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
二
二
一
、『
琉
歌
全
集
』
一
〇
四
一
番
歌
）
松
永
（
二
〇
〇
六
：
七
）
で
は
「
偶
数
句
頭
同
士
、
奇
数
句
頭
同
士
の
頭
韻
」
と
す
る
。
し
か
し
、
奇
数
句
頭
は
、「
ジ
ン
カ
（
源
河
）」
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と
い
う
地
名
の
同
語
反
復
で
あ
り
、
純
粋
に
音
の
み
に
よ
る
頭
韻
と
は
言
い
が
た
い
。
（
琉
歌
五
）
［
原
文
］
語
り
ほ
し
や　
語
り
ほ
し
や　
語
ら
て
も
あ
か
ぬ　
し
ほ
ら
し
お
そ
ば
［
読
み
］
カ
タ
イ
ブ
シ
ャ　
カ
タ
イ
ブ
シ
ャ　
カ
タ
ラ
テ
ィ
ン　
ア
カ
ン　
シ
ュ
ラ
シ　
ウ
ス
バ
［
歌
意
］
語
り
た
い
こ
と
だ
。
語
り
た
い
こ
と
だ
。
い
く
ら
語
っ
て
も
飽
き
な
い
奥
ゆ
か
し
い
あ
の
人
の
お
そ
ば
で
あ
る
こ
と
よ
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
二
〇
五
、『
琉
歌
全
集
』
九
五
七
番
歌
）
こ
の
作
品
は
、
八
八
八
六
の
音
数
律
で
は
な
く
、
五
五
八
六
の
仲
風
形
式
（
和
歌
と
琉
歌
の
折
衷
体
）
の
琉
歌
と
な
っ
て
い
る
。
松
永
（
二
〇
〇
六
：
七
）
で
は
「
初
句
～
三
句
の
頭
韻
」
と
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
「
語
る
」
と
い
う
語
の
同
語
反
復
で
あ
り
、
純
粋
に
音
の
み
の
頭
韻
と
は
言
い
が
た
い
。
三
―
二
　
琉
狂
歌
の
頭
韻
頭
韻
は
、
同
じ
語
が
繰
り
返
さ
れ
る
同
語
反
復
と
は
異
な
る
。
異
な
る
語
に
よ
る
同
音
の
連
続
が
複
数
並
ん
だ
も
の
が
、
言
語
技
法
と
し
て
の
頭
韻
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
念
規
程
に
従
う
な
ら
ば
、
琉
球
狂
歌
に
お
け
る
頭
韻
の
手
法
を
用
い
た
も
の
に
は
次
の
例
が
あ
る
。
異
な
る
単
語
が
多
く
詠
ま
れ
、
純
粋
に
音
の
み
の
連
続
と
し
て
把
握
で
き
る
。
（
琉
狂
歌
七
）
［
原
文
］
い
ろ
い
ろ
に
言
ち
も　
い
か
な
し
も
行
か
ぬ　
行
け
ば
行
く
ご
と
に　
い
り
め
し
ゆ
こ
と
［
読
み
］
イ
ル
イ
ル
ニ　
イ
チ
ン　
イ
カ
ナ
シ
ン　
イ
カ
ン　
イ
キ
バ　
イ
ク
グ
ト
ゥ
ニ　
イ
リ
ミ　
シ
ュ
ク
ト
ゥ
［
歌
意
］
い
ろ
い
ろ
に
言
っ
て
も
ど
う
し
て
も
（
遊
里
に
）
行
か
な
い
。
行
け
ば
行
く
た
び
に
出
費
が
か
さ
む
か
ら
。
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［
作
者
］
当
間
朝
宜
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
五
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
二
四
番
歌
）
こ
の
琉
狂
歌
で
は
、「
イ
ル
イ
ル（
色
々
）」「
イ
チ
ン（
言
っ
て
も
）」「
イ
カ
ナ
シ
ン（
ど
う
し
て
も
）」「
イ
チ
ュ
ン（
行
く
）」「
イ
リ
ミ（
出
費
）」と
い
う「
イ
」で
始
ま
る
五
つ
の
異
な
る
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
音
の
み
の
純
粋
な
頭
韻
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る（
た
だ
し
、イ
チ
ュ
ン
（
行
く
）
は
同
語
と
し
て
三
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
）。
次
の
琉
狂
歌
の
例
も
、
頭
韻
と
見
な
す
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
同
語
反
復
に
近
く
、
先
ほ
ど
の
概
念
規
程
に
よ
る
「
純
粋
な
」
頭
韻
と
は
言
い
が
た
い
。
（
琉
狂
歌
八
）
［
原
文
］
加
那
が
か
な
が
な
と　
我
身
か
な
し
や
し
ゆ
ら
ば　
我
身
も
か
な
が
な
と　
か
な
し
や
し
ゆ
す
が
［
読
み
］
カ
ナ
ガ　
カ
ナ
ガ
ナ
ト
ゥ　
ワ
ミ　
カ
ナ
シ
ャ　
シ
ュ
ラ
バ　
ワ
ミ
ン　
カ
ナ
ガ
ナ
ト
ゥ　
カ
ナ
シ
ャ　
シ
ュ
ス
ィ
ガ
［
歌
意
］
加
那
（
人
名
か
つ
「
愛
し
い
人
」
の
意
）
が
愛
し
い
愛
し
い
と
私
を
愛
し
て
く
れ
る
の
な
ら
ば
、
私
も
愛
し
い
愛
し
い
と
愛
す
る
の
で
あ
る
が
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
九
一
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
五
〇
番
歌
）
こ
の
琉
狂
歌
は
、
表
面
上
は
「
カ
ナ
ー
（
人
名
＋
愛
し
い
人
）」「
カ
ナ
ガ
ナ
ー
ト
ゥ
（
愛
し
い
さ
ま
）」「
カ
ナ
シ
ャ
（
愛
し
さ
）」
と
い
う
三
つ
の
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
語
源
的
に
は
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
純
粋
に
音
に
よ
る
頭
韻
と
は
言
え
な
い
。
琉
狂
歌
で
も
、
頭
韻
を
見
出
す
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
く
な
い
が
、
通
常
の
琉
歌
よ
り
も
創
作
の
自
由
度
が
上
が
っ
て
、
言
語
技
法
と
し
て
用
い
ら
れ
や
す
い
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
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四
　
言
語
遊
戯
琉
歌
に
お
け
る
言
語
遊
戯
に
つ
い
て
、
松
永
（
二
〇
〇
六
：
十
三
）
は
、
琉
歌
が
三
線
に
の
せ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
琉
歌
に
お
い
て
、［
―
中
略
―
］
機
知
興
趣
を
狙
っ
た
言
語
遊
戯
的
性
格
の
強
い
修
辞
は
、
創
作
・
享
受
の
際
に
随
伴
さ
れ
に
く
く
、
掛
詞
や
縁
語
の
よ
う
な
技
法
が
和
歌
か
ら
移
入
さ
れ
て
も
、
広
範
に
使
用
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
松
永
二
〇
〇
六
：
十
三
）
こ
の
考
え
は
「
琉
狂
歌
」
に
は
当
た
ら
な
い
。「
琉
狂
歌
」
で
は
、「
機
知
興
趣
を
狙
っ
た
言
語
遊
戯
」
も
盛
ん
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
―
一
　
サ
カ
ウ
タ
（
琉
狂
歌
九
）
［
原
文
］
は
だ
か
な
て
つ
ぼ
り　
ゐ
ち
ゆ
て
ご
ま
急
ぎ　
那
覇
に
打
ち
向
ひ　
首
里
に
下
る
［
読
み
］
ハ
ダ
カ　
ナ
テ
ィ　
ツ
ィ
ブ
イ　
イ
ィ
チ
ュ
テ
ィ　
グ
マ
イ
ス
ジ　
ナ
フ
ァ
ニ　
ウ
チ
ン
カ
イ　
シ
ュ
イ
ニ　
ク
ダ
ル
［
歌
意
］
は
だ
か
に
な
っ
て
尻
か
ら
げ
し
、
坐
っ
て
小
走
り
に
急
ぎ
、
那
覇
に
向
か
っ
て
首
里
に
下
る
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
六
〇
七
、『
琉
歌
全
集
』
二
八
一
六
番
歌
）
こ
の
琉
狂
歌
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
西
岡
（
二
〇
〇
三
：
四
八
）
で
少
し
ば
か
り
扱
っ
た
。「
ハ
ダ
カ
（
裸
）
←
→
ツ
ィ
ブ
イ
（
尻
か
ら
げ
）」「
イ
ィ
チ
ュ
テ
ィ
（
坐
っ
て
）
←
→
グ
マ
イ
ス
ジ
（
小
走
り
に
急
ぎ
）」「
ナ
フ
ァ
ニ　
ウ
チ
ム
カ
イ
（
那
覇
に
向
か
っ
て
）
←
→
シ
ュ
イ
ニ　
ク
ダ
ル
（
首
里
に
下
る
）」
と
い
っ
た
反
対
語
を
連
ね
、
意
味
の
通
ら
な
い
句
を
並
べ
て
わ
ざ
と
創
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
は
、
奄
美
地
方
で
は
「
サ
カ
ウ
タ
」
と
称
し
、
呪
言
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
琉
狂
歌
で
は
、
機
知
を
ひ
け
ら
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か
す
と
い
っ
た
、
座
興
と
し
て
の
性
格
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
４
）。
四
―
二
　
謎
か
け
（
琉
狂
歌
十
）
［
原
文
］
九
つ
の
年
に　
母
に
な
て
を
す
が　
子
の
父
親
や　
誰
が
や
ゆ
ら
［
読
み
］
ク
ク
ヌ
ツ
ィ
ヌ　
ト
ゥ
シ
ニ　
フ
ァ
フ
ァ
ニ　
ナ
テ
ィ　
ヲ
ゥ
ス
ィ
ガ　
ッ
ク
ヮ
ヌ　
チ
チ
ウ
ヤ
ヤ　
タ
ル
ガ　
ヤ
ユ
ラ
［
歌
意
］
九
つ
の
年
に
母
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
の
父
親
は
誰
で
し
ょ
う
ね
え
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
九
四
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
六
二
番
歌
）
「
九
つ
の
年
に
母
」
か
ら
、ク
ニ
ブ
（
柑
橘
類
）
の
当
て
字
「
九
年
母
」
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
、謎
か
け
（
文
字
に
よ
る
遊
戯
）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
「
返
歌
」
が
あ
り
、「
謎
か
け
」
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
。
（
琉
狂
歌
十
一
）
［
原
文
］
お
恥
か
し
や
あ
て
も　
言
や
な
ま
た
な
ゆ
め　
子
の
父
親
や　
雨
と
露
と
［
読
み
］
ウ
ハ
ズ
ィ
カ
シ
ャ　
ア
テ
ィ
ン　
イ
ヤ
ナ　
マ
タ　
ナ
ユ
ミ　
ッ
ク
ヮ
ヌ　
チ
チ
ウ
ヤ
ヤ　
ア
ミ
ト
ゥ　
ツ
ィ
ユ
ト
ゥ
［
歌
意
］
お
恥
か
し
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
子
の
父
親
は
、
雨
と
露
と
で
あ
る
よ
。
［
作
者
］
百
名
朝
紀
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
七
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
三
三
番
歌
）
「
九
年
母
」
と
い
う
柑
橘
類
の
「
実
」
を
子
に
、「
木
」
を
母
親
に
見
立
て
、
そ
の
父
親
は
「
ア
ミ
（
雨
）」
と
「
ツ
ィ
ユ
（
露
）」
で
あ
る
と
、
謎
か
け
に
対
し
て
洒
落
た
答
え
を
返
し
て
い
る
。
五
　
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
・
擬
態
語
）の
積
極
的
使
用
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五
―
一
　
琉
歌
の
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
・
擬
態
語
）
松
永
（
二
〇
〇
六
：
十
一
）
で
は
、「
擬
態
語
や
擬
声
語
を
用
い
て
、事
物
の
状
態
や
動
作
を
音
声
的
に
譬
え
る
」
こ
と
を
「
擬
声
法
（
声
喩
）」
と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
琉
歌
で
は
、
用
例
と
し
て
出
て
く
る
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
と
し
、
次
の
二
例
を
挙
げ
て
い
る
。
（
琉
歌
六
）
［
原
文
］
島
も
と
な
ど
な
と　
こ
ば
も
そ
よ
そ
よ
と　
繋
ぎ
あ
る
牛
の　
鳴
き
ゆ
ら
と
め
ば
［
読
み
］
シ
マ
ン　
ト
ゥ
ナ
ド
ゥ
ナ
ト
ゥ　
ク
バ
ン　
ス
ユ
ス
ユ
ト
ゥ　
チ
ナ
ジ　
ア
ル　
ウ
シ
ヌ　
ナ
チ
ュ
ラ　
ト
ゥ
ミ
バ
［
歌
意
］
島
も
し
い
ん
と
し
て
静
か
で
、
ク
バ
（
蒲
癸
）
も
そ
よ
そ
よ
と
、
繋
い
で
あ
る
牛
が
鳴
く
だ
ろ
う
か
と
思
う
と
。
［
作
者
］
遊
女
よ
し
や
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
十
九
、『
琉
歌
全
集
』
七
五
番
歌
）
「
ト
ゥ
ナ
ド
ゥ
ナ
ト
ゥ
」（
静
か
な
さ
ま
）「
ス
ユ
ス
ユ
ト
ゥ
」（
そ
よ
風
が
吹
く
さ
ま
）と
い
う
二
つ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
琉
歌
七
）
［
原
文
］
思
ひ
寝
覚
め
の　
暁
や　
と
り
も
は
ら
は
ら　
我
身
も
共
に
［
読
み
］
ウ
ム
イ　
ニ
ザ
ミ
ヌ　
ア
カ
ツ
ィ
チ
ヤ　
ト
ゥ
イ
ン　
ハ
ラ
ハ
ラ　
ワ
ミ
ン　
ト
ゥ
ム
ニ
［
歌
意
］
物
思
い
に
耽
り
な
が
ら
寝
る
夜
の
暁
は
、
鶏
の
羽
が
パ
タ
パ
タ
す
る
と
、
私
も
共
に
起
き
て
し
ま
う
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
二
〇
三
、『
琉
歌
全
集
』
九
四
九
番
歌
）
七
五
七
六
の
変
則
的
な
仲
風
形
式
の
琉
歌
で
、「
ハ
ラ
ハ
ラ
」（
鶏
が
羽
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
る
さ
ま
）
が
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。
通
常
の
琉
歌
で
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
あ
ま
り
出
て
こ
ず
、
ご
く
僅
か
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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五
―
二
　
琉
狂
歌
の
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
・
擬
態
語
）
一
方
、
琉
狂
歌
で
は
、
通
常
の
琉
歌
で
は
出
て
き
に
く
い
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬
態
語
）
が
豊
富
に
出
て
く
る
。
琉
狂
歌
の
口
語
性
を
端
的
に
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（
注
５
）。
（
琉
狂
歌
十
二
）
［
原
文
］
雨
だ
れ
の
水
に　
つ
や
う
ん
つ
や
う
ん
わ
な
い
ぬ
ら
ち　
夜
半
す
れ
ま
で
も　
あ
て
も
な
い
ら
ぬ
［
読
み
］
ア
マ
ダ
リ
ヌ　
ミ
ズ
ィ
ニ　
ツ
ョ
ン
ツ
ョ
ン　
ワ
ネ　
ヌ
ラ
チ　
ヤ
フ
ァ
ン　
ス
ィ
リ
マ
デ
ィ
ン　
ア
テ
ィ
ン　
ネ
ラ
ン
［
歌
意
］
雨
だ
れ
の
水
に
、
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と
落
ち
る
ま
ま
、
私
を
濡
ら
し
て
お
い
て
、
夜
半
す
ぎ
ま
で
何
の
音
沙
汰
も
な
い
。
［
作
者
］
惣
慶
親
雲
上
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
二
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
一
三
番
歌
）
「
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
」(
ぽ
た
ぽ
た
。
ぽ
た
り
ぽ
た
り
。
水
滴
の
落
ち
る
音
の
さ
ま
。『
沖
縄
語
辞
典
』
よ
り)
（
琉
狂
歌
十
三
）
［
原
文
］
掻
き
や
り
足
掻
き
ゆ
す
や　
鶏
の
く
ら
し　
算
の
ぱ
ち
ぱ
ち
ど　
鷹
の
羽
音
［
読
み
］
カ
チ
ャ
イ　
ア
ガ
チ
ュ
ス
ィ
ヤ　
ニ
ワ
ト
ゥ
イ
ヌ　
ク
ラ
シ　
サ
ン
ヌ　
パ
チ
パ
チ
ド
ゥ　
タ
カ
ヌ　
ハ
ウ
ト
ゥ
［
歌
意
］
書
記
が
書
い
て
足
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
動
か
す
の
は
鶏
の
暮
ら
し
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
会
計
係
が
そ
ろ
ば
ん
を
ぱ
ち
ぱ
ち
さ
せ
る
の
は
、
鷹
の
羽
音
に
似
て
威
勢
が
よ
い
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
九
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
四
二
番
歌
）
「
パ
チ
パ
チ
」（
ぱ
ち
ぱ
ち
。
手
を
た
た
く
音
・
た
き
ぎ
な
ど
燃
え
る
意
図
・
炒
っ
た
豆
な
ど
の
は
ぜ
る
音
・
木
の
枝
な
ど
を
折
る
音
な
ど
。
『
沖
縄
語
辞
典
』
よ
り
）
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次
の
よ
う
に
、「
身
体
名
詞
＋
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
と
い
う
型
も
あ
る
（
琉
狂
歌
十
四
）
［
原
文
］
に
や
来
ら
ゝ
ゝ
と
も
て　
目
カ
ハ
カ
ハ
つ
ゝ
き　
す
ゞ
ち
み
の
油　
と
ぼ
る
ま
で
も
（
注
６
）
［
読
み
］
ニ
ャ　
チ
ュ
ラ　
チ
ュ
ラ　
ト
ゥ
ム
テ
ィ　
ミ　
カ
フ
ァ
カ
フ
ァ　
ツ
ィ
ツ
ィ
チ　
ス
ィ
ジ
ィ
チ
ミ
ヌ　
ア
ン
ダ　
ト
ゥ
ブ
ル
マ
デ
ィ
ン
［
歌
意
］
も
う
来
る
だ
ろ
う
、
も
う
来
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
目
を
ぱ
ち
ぱ
ち
さ
せ
て
眠
れ
な
い
で
い
る
。
芯
が
燃
え
尽
き
て
油
皿
の
穴
の
油
に
灯
が
つ
く
ま
で
も
。
［
作
者
］
与
那
原
親
方
良
矩
（
屋
良
・
松
村
一
九
四
七
：
三
五
、『
琉
歌
集	
全
』
所
収
）　
「
ミ
ー
カ
フ
ァ
カ
フ
ァ
」（
寝
つ
き
の
悪
い
さ
ま
。
ま
た
、
眠
ら
れ
な
い
さ
ま
。
目
が
こ
わ
ば
る
意
。『
沖
縄
語
辞
典
』
よ
り
）
（
琉
狂
歌
十
五
）
［
原
文
］
眼
玉
も
ぬ
け
て　
鼻
も
む
く
ゝ
ゝ
と　
鼠
つ
ら
見
れ
ば　
わ
た
の
む
が
い
て
［
読
み
］
ミ
ン
タ
マ
ン　
ヌ
キ
テ
ィ　
ハ
ナ
ン　
ム
ク
ム
ク
ト
ゥ　
ゑ
ン
チ
ュ　
ツ
ィ
ラ　
ミ
リ
バ　
ワ
タ
ヌ　
ム
ゲ
テ
ィ
［
歌
意
］
眼
の
玉
も
図
抜
け
て
大
き
く
、
鼻
も
む
く
む
く
と
動
い
て
い
る
。
そ
の
鼠
の
面
を
見
る
と
、
腸
が
煮
え
く
り
返
っ
た
こ
と
だ
。
［
作
者
］
上
間
里
親
雲
上
（
屋
良
・
松
村
一
九
四
七
：
四
三
、『
琉
歌
集	
全
』
所
収
）　
（
琉
狂
歌
十
六
）
［
原
文
］
本
部
按
司
が
な
し　
御
面
弓
だ
ま
り　
拝
で
す
ぎ
ら
ら
ぬ　
あ
は
は
笑
て
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［
読
み
］
ム
ト
ゥ
ブ　
ア
ジ
ガ
ナ
シ　
ウ
ン
チ　
ユ
ミ
ダ
マ
イ　
ヲ
ゥ
ガ
デ
ィ　
ス
ィ
ジ
ラ
ラ
ン　
ア
ハ
ハ　
ワ
ラ
テ
ィ
［
歌
意
］
本
部
按
司
が
な
し
は
、
お
顔
が
弓
の
よ
う
に
曲
っ
て
い
て
、
拝
見
し
て
こ
ら
え
ら
ず
、
ア
ハ
ハ
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
［
作
者
］
新
城
し
や
う
じ
や
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
六
一
二
、『
琉
歌
全
集
』
二
八
三
五
番
歌
）
（
琉
狂
歌
十
七
）
［
原
文
］
い
か
も
釣
ら
れ
ら
ぬ　
魚
も
釣
ら
れ
な
ぬ　
崎
樋
川
の
沖
に　
の
ろ
ん
と
ろ
ん
［
読
み
］
イ
カ
ン　
ツ
ィ
ラ
リ
ラ
ン　
イ
ユ
ン　
ツ
ィ
ラ
リ
ラ
ン　
サ
チ
フ
ィ
ジ
ャ
ヌ　
ウ
チ
ニ　
ヌ
ル
ン　
ト
ゥ
ル
ン
［
歌
意
］烏
賊
も
釣
れ
な
い
。
魚
も
釣
れ
な
い
。
崎
樋
川（
那
覇
と
安
謝
の
間
に
あ
る
泉
名
）の
沖
で
眠
気
が
さ
し
て
、と
ろ
と
ろ
し
て
い
る
。
［
作
者
］
太
田
潮
東
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
四
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
二
〇
番
歌
）
「
ヌ
ル
ン
ト
ゥ
ル
ン
」（
と
ろ
と
ろ
。
ま
ど
ろ
む
さ
ま
。『
沖
縄
語
辞
典
』
よ
り
）
（
琉
狂
歌
十
八
）
［
原
文
］
官
話
大
和
口　
沖
縄
物
語　
一
人
話
し
話
し　
ぴ
り
ん
ぱ
ら
ん
［
読
み
］
ク
ヮ
ン
ワ　
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ　
ウ
チ
ナ　
ム
ヌ
ガ
タ
イ　
チ
ュ
イ　
ハ
ナ
シ　
バ
ナ
シ　
ピ
リ
ン　
パ
ラ
ン
［
歌
意
］
中
国
語
、
日
本
語
、
沖
縄
語
で
語
り
、
一
人
一
人
が
互
い
に
話
し
、
ぺ
ら
ぺ
ら
と
。
［
作
者
］
仲
浜
政
模
（
島
袋
・
翁
長
一
九
六
八
：
五
八
四
、『
琉
歌
全
集
』
二
七
五
六
番
歌
）
「
ピ
リ
ン
パ
ラ
ン
」（
①
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
お
し
ゃ
べ
り
す
る
さ
ま
。
②
外
国
語
（
こ
と
に
西
洋
語
）
を
し
ゃ
べ
る
さ
ま
。
ぺ
ら
ぺ
ら
。『
沖
縄
語
辞
典
』
よ
り
）
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六
　
感
動
語
の
積
極
的
使
用
通
常
の
琉
歌
で
は
、
感
動
語
が
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
が
（
注
７
）、
琉
狂
歌
で
は
、
感
動
語
が
よ
り
多
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
聞
き
手
を
前
提
と
し
た
呼
び
か
け
の
語
が
多
く
、
琉
狂
歌
の
口
語
的
な
性
格
を
示
す
と
同
時
に
、
話
し
手
は
、
聞
き
手
に
対
し
て
、
話
し
手
へ
の
注
目
を
促
そ
う
と
し
、
交
感
的
な
性
格
を
強
め
て
い
る
。
（
琉
狂
歌
十
九
）
［
原
文
］
糕
菓
子
が
や
ら
と
も
て　
あ
け
た
れ
ば
え
ま
ず　
だ
の
や
ち
や
う
も
な
ら
ぬ　
桃
と
漬
菜
［
読
み
］
コ
グ
ヮ
シ
ギ
ャ
ラ　
ト
ゥ
ム
テ
ィ　
ア
キ
タ
リ
バ　
エ
マ
ズ
ィ　
ダ
ヌ
ヤ　
チ
ョ
ン　
ナ
ラ
ン　
ム
ム
ト
ゥ　
ツ
ィ
キ
ナ
［
歌
意
］
糕
菓
子
（
コ
ー
グ
ヮ
ー
シ
）
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、開
け
て
み
た
ら
、あ
れ
ま
あ
よ
、あ
き
れ
て
話
に
も
な
ら
な
い
、桃
と
漬
菜
だ
よ
。
［
作
者
］
読
人
し
ら
ず
第
三
句
の
「
エ
マ
ズ
ィ
」
が
感
動
語
で
、
口
語
で
は
「
エ
ー
、
マ
ジ
」
と
な
る
。「
お
い
、
ま
ず
」
に
相
当
し
、
相
手
に
呼
び
掛
け
て
注
意
を
促
す
表
現
で
あ
る
。
（
琉
狂
歌
二
十
）
［
原
文
］
で
さ
い
御ウン
ジ
ュ身
な
と　
読ヨミ
歌カ
番
づ
け
て　
負
け
る
方
二
合　
取
ら
ち
な
び
ら
［
読
み
］
デ
ィ
サ
イ　
ウ
ン
ジ
ュ
ナ
ト
ゥ　
ユ
ミ
カ　
バ
ン　
ズ
ィ
キ
テ
ィ　
マ
キ
ル　
カ
タ　
ニ
ン
ゴ　
ト
ゥ
ラ
チ　
ナ
ビ
ラ
［
歌
意
］
さ
あ
さ
あ
、あ
な
た
と
私
と
で
読
む
歌
の
優
劣
を
順
番
づ
け
て
、負
け
た
方
が
こ
の
酒
二
合
を
相
手
に
渡
す
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
［
作
者
］
神
山
某
（
屋
良
・
松
村
一
九
四
七
：
四
七
、『
琉
歌
集	
全
』
所
収
）　
第
一
句
の
「
デ
ィ
サ
イ
」
が
感
動
語
で
、口
語
で
は
「
デ
ィ
ー
サ
イ
」
と
な
る
。「
デ
ィ
ー
」
は
、相
手
に
対
し
て
、誘
い
か
け
る
言
葉
で
、
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「
～
サ
イ
」
は
目
上
に
対
し
て
男
が
添
え
る
語
で
あ
る
（『
沖
縄
語
辞
典
』）。
七
　
卑
語
・
隠
語
の
積
極
的
使
用
琉
狂
歌
で
は
、
卑
語
や
隠
語
も
多
い
。
な
か
で
も
、
性
に
関
す
る
も
の
が
特
に
多
く
（
猥
歌
）、
一
部
の
人
間
（
特
に
、
士
族
男
子
）
に
し
か
分
か
る
ま
い
と
い
っ
た
発
想
で
、
そ
れ
を
密
や
か
に
楽
し
む
と
い
っ
た
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
八
　
ま
と
め
琉
狂
歌
は
、
琉
球
士
族
男
子
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
文
芸
で
あ
る
。「
読
人
し
ら
ず
」
の
作
品
が
多
い
琉
歌
に
比
べ
て
、
琉
狂
歌
で
は
作
品
の
多
く
の
作
者
が
判
明
し
て
い
る
。ま
た
、通
常
の
琉
歌
に
比
べ
て
、琉
狂
歌
で
は
創
作
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
巧
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
「
掛
詞
」、「
頭
韻
」
な
ど
の
押
韻
、「
反
対
語
」
を
並
べ
る
言
語
遊
戯
な
ど
、
言
語
を
用
い
て
「
遊
ぶ
」
と
い
う
精
神
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
琉
歌
に
比
べ
て
口
語
的
で
あ
り
、
通
常
の
琉
歌
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
感
動
語
、
卑
語
・
隠
語
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
滑
稽
卑
俗
な
内
容
を
好
む
琉
狂
歌
な
ら
で
は
の
語
彙
的
な
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、琉
狂
歌
の
修
辞
法
の
う
ち
、「
二
．
既
成
の
事
柄
（
作
品
や
通
念
な
ど
）
を
作
者
の
発
想
に
よ
っ
て
換
骨
奪
胎
さ
せ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
別
稿
に
譲
る
と
し
た
い
。
〇
注
（
注
１
）
西
岡
（
二
〇
〇
三
）
で
は
、「
琉
球
狂
歌
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
を
本
稿
で
は
「
琉
狂
歌
」
と
呼
ん
で
い
る
。
波
照
間
永
吉
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
「
狂
言
」
に
対
し
て
、
琉
球
の
「
狂
言
」
を
琉
球
で
は
「
琉
狂
言
」
と
呼
ぶ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
な
ら
い
、
本
稿
で
は
、
琉
球
の
「
狂
歌
」
を
「
琉
狂
歌
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
（
注
２
）
通
常
の
琉
歌
の
修
辞
法
に
つ
い
て
は
、
松
永
明
（
二
〇
〇
六
）「
和
歌
と
琉
歌
の
修
辞
法
」
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
論
旨
と
も
対
比
し
て
論
ず
る
。
（
注
３
）「
ヌ
ム
ラ
ー
」
は
「*
飲
み
を
ら
ば
」
に
由
来
す
る
形
で
、古
典
的
な
琉
歌
の
発
音
な
ら
ば
「
ヌ
ミ
ュ
ラ
」「
ヌ
ミ
ュ
ラ
ワ
」「
ヌ
ニ
ュ
ラ
」「
ヌ
ニ
ュ
ラ
ワ
」
な
ど
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
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（
注
４
）
次
の
琉
狂
歌
で
も
「
牛
に
馬
具
の
お
も
が
い
を
か
け
、
馬
に
牛
の
鼻
の
よ
う
に
穴
を
あ
け
」
と
い
う
「
あ
べ
こ
べ
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。「
牛
に
も
が
い
は
け
て　
馬
に
鼻
ほ
が
ち　
と
つ
ち
や
か
て
乗
た
る　
人
の
ら
め
し
や
」（『
琉
歌
全
集
』
二
七
二
六
番
歌
）。
（
注
５
）「
サ
ラ
ミ
カ
ス
ン
」（『
琉
歌
全
集
』
二
七
四
五
番
歌
）、「
グ
ツ
ィ
ミ
チ
ュ
ン
」（『
琉
歌
全
集
』
二
八
一
五
番
歌
）
な
ど
、「
～
ミ
カ
ス
ン
」「
～
ミ
チ
ュ
ン
」
な
ど
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
元
に
あ
る
派
生
動
詞
の
使
用
も
「
琉
狂
歌
」
の
特
徴
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
注
６
）
こ
の
琉
狂
歌
に
は
、
フ
レ
ー
ズ
の
上
句
が
同
じ
で
、
下
句
が
異
な
る
類
歌
も
あ
る
。「
に
や
来
ゆ
ら
来
ゆ
ら
と
も
て　
目
か
は
か
は
つ
つ
き　
す
す
き
み
の
間
に　
ま
ん
な
な
た
さ
」
（『
琉
歌
全
集
』
二
八
一
一
番
歌
）。
（
注
７
）
た
だ
し
、
琉
歌
で
も
「
デ
ィ
チ
ャ
ヨ
」「
デ
ィ
カ
ヨ
」（
で
か
や
う
）
と
い
う
感
動
語
は
定
型
的
に
数
多
く
出
て
く
る
。
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